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現在および将来の医療上の大きな問題として突然死を避けることが挙げられる。
現在この原因の 3分2は重症不整脈であるとされる。本書法この不整頻拾症の
治療ことに外科的治療の発展に役立つことを匡的として刊行されたものである。
内容はこの巨的のため実験的研究と蕗床例の検討に関する論文をJI度序よく収録さ
れている。特長としてはこれらの論文の基盤となるものとして， 最近の心臓外科
の進歩がもたらした， 心蕗各部から連続的に撮られた活動電流が用いられている
ことである。
論文を膜を追って見ると， N ew Yark Down State Medical Centerの心臓
学の主任である N.El・Sherit等による心筋硬塞後の不整訴の発生原因と， モデ
ノレ実験による産車性心筋の活動霊流の特性を明らかにした論文に始孔 急性， 亜
急性冠動脈関塞実験動物を作ム これに対して治療的手橋を行い， それによって
生ずる不整脈の研究， および患血性心筋疾患は抗不整脈薬の感受性が， 正常血流
を有する心臓よ習も高いこと， 薬物は単独投与より数種の薬物の混合投与が有効
であるにはちがいないが， 効果の限界があることなど， 内科的治療に関する論文
が4編掲載されている。
次いで主として心室性不整原の治療としてのベースメーカー植込みの適応， 上
室性不整脈に対するベースメーカー植込みの現状を述べ， 必要なとき作動するペ
ースメーカーが将来期待されるとする論文が収められている。 これに引き続き自
動的徐細動器の誼込みを目的とした研究が記載されているが， これは現在心室細
動に移行した患者は，傍に亘;こ治療出来る人が岩らない限仇 死は確実であるの
で， このような患者に心室綿動を予知し自動的に作動する除細動器を植え込もう
とするものである。 当然除籍動器は小型で， 心の活動電流の変化を感知し作動の
きっかけとならねばならないが， 将来の実用に関し興味深いものである c
これらの論文に次いで W.P.W.などの患者で起き得る不整頻拍症の治療をめざ
す論文が見られる。これは心電陸上の特徴とイ云導系の anonalyを解部学的，電気
生理学的に検討し，缶導系を外科的に修正しようとするものであり今後心臓の 
micro surgeryへの発展を示唆するもので島る。
最後に現在の先天性心疾患の臨床手術併を述べているが， 将来は不整思表発生機
序に関する解部学的研究と電気生理学的暁究に基いて手祷し，指後の不整原発生
のないようにすべきであるとする論文， および心筋擾塞の手術例を述べ， これと
手術時および、手衛後の不整脈による死亡との関保を述べ， 完全な手術には心筋各
部の電気活動分布函に基いて不整脈を生じない手術を行わねばならぬとの主旨を
書かれた論文が収められている。
これら論文は合衆国，仏， 英その他君致の心臓内科医， 外科医によって書かれ
ていて，文章も新鮮で将来の夢を託するものである。
この本は Dusseldorf大学の心臓センターの3"0'適年を記念する表題シンポジウ
ムの発表を論文に完成して編集されたものである。附言すると Dusseldorf大学
では1938年に Botallo氏管開存の手術に成功し，戦後は ErnstDerraが古典的
低体温法で数多くの関心衡を行い 1948年に心臓センターが設けられ，ヨーロッパ
においての心臓外科，心疾患の中心的地位を保っている。
本書はおの論文， 12の表を95の留か関された185頁。各論文に新しい文献が陪さ
れている。(米手事利英)
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